
令和 5 年 6 月 19 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

・ポリエステル培地が優れていることなどがわかった。

・農業の知識があまりなかったので色々聞けて勉強になった。

　専門的な知識と経験のある立場の教授の講義を聞ける機会はなかなかない事なので、利用者の作業意欲の向上に

　つながった。また、講義をしてくださった田中教授からも利用者の皆さんが真剣に集中して聞いてくれていたので

　とても嬉しかったと感想をいただけました。

　今後も定期的に講義や実技指導等を継続していけるかを引き続き検討し交渉していく。

・開所して間もない頃だったので、基本的な栽培に関する知識を

身につけることができ、興味もより一層増した。

・今後はトマト以外の栽培についての知識も増やしていきたい。

日々の農作業に活かす目的で実施した。

・実際に育てるミニトマトをより良く品質向上するための知識向上

につながるメリットがある。

・利用者の皆さんがしっかりと集中して講義を聞き、積極的に質問も

されていた。ミニトマトについて一通り解説していただけた。

・『ミニトマトの栽培について』

　　トマト栽培についての基礎知識についての講義と

　　当事業所で使用しているポリエステル培地の特徴や

　　利点についてなどの講義とハウス内での指導

・トマトの栽培をするにあたっての基礎知識を身につけることで

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 いちごファーム 事業所番号 2710302874

利用者からの意見・評価

・ミニトマトの特徴や育て方を知れてよかった。

住　所 寝屋川市打上高塚町２番14号 管理者名 松濱　るり子

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 072-395-2486 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 近畿大学社会連携推進センター　田中教授

・令和5年６月19日（利用者3名）

・いちごファーム2F作業室とビニールハウス内にて実施

様式２


